
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび女良公民館と宇波公民館が、令和７年度

大気・水・土壌環境保全活動功労者表彰を受賞し、 

去る１月１５日

(木)富山県庁で

表彰伝達式が行

われました。 

これは、環境

省が大気・水・

土壌の保全に関 

し顕著な功績があった団体や個人に対し、その功績

を讃えるため表彰しているものです。 

 なお、地域の皆様には、この活動に引き続きご支

援・ご協力をお願いいたします。 

この活動の主な功績としては、①女良・宇波公民

館の合同事業として、地元の親子、ロータリーや氷

見市自然保護員協議会の希望者による虻が島の海

岸での自然観察会と清掃活動を実施し、活動を通じ

て島の環境を守り、良好な海洋環境の保全の大切さ

を伝える活動を行っていること。②女良公民館主催

で、海の恵みを実感し地域の魅力を再発見するた 

め、わかめの種

付けと刈り取り

体験を地域住民

と協力して実施

していることな

どです。 

これは、先日亡

くなった女良公民

館前館長の清水孝

則氏が力を注いだ

事業でした。氏に

感謝するととも

に、ご冥福をお祈

りいたします。 

 

 

 

令和８年２月（如月） 

宇波公民館だより 
 

令和８年２月 1 日発行 

氷 見 市 宇 波 公 民 館 

氷見市宇波４０１番地 

Tel(0766)７８-１５０３ 

講 座 名 実 施 日 

茶 道 １５日（日）・２２日(日) 

生 花 ９日(月)・２３日（祝） 

100歳体操 ２月お休み 

ぱわーきっず １２日（木）出張児童館 

瓢箪同好会 ２日(月)・１６日(月) 

手芸講座 
編み物 １４日(土) 

クラフト ２１日(土) 

ダンス教室 毎週火曜日 PM７時から 

 

今月の外出支援バス 

①2 月６日(金) 
② 2 月２０日(金) 

大気・水・土壌環境保全活動功労者表彰   住民研修会の開催  
演題：石動山伊須流岐比古神社に 

ついて（仮題） 

日時：令和８年２月１５日（日）午後１時から 

場所：宇波公民館２階 

講師：石川県中能登町 

学芸員 福永 徹 氏 

どなたでも聴講できます

ので、お誘い合せてご参加

ください！ 

２ 月 の 公 民 館 講 座 

外外外出出出支支支援援援バババスススををを利利利用用用しししたたたいいい高高高齢齢齢者者者

ののの方方方ははは、、、おおお気気気軽軽軽ににに各各各地地地区区区ののの民民民生生生委委委員員員

にににごごご相相相談談談くくくだだださささいいい。。。   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

虻が島は、姿集落の海辺から東方約１キロメートルの

海上に浮かぶ小島で、全長１８０メートル総面積１,３５0

平方メートル、小島とはいえ富山湾最大の島です。 

 島の所在地は氷見市姿字浜８９８番地で、北方の男島

（タブノキ島）と南方の女島（マツノキ島）の二つの島と

周囲の岩礁からなっています。 

 島ではこれまでに、縄文土器、磨製石斧、古代須恵器、

中世土師器などが採集されており、古代から豊かな海産

物を求めて島へ渡った人々がいたことが伺えます。 

 江戸時代初めには、この島の石が水運によって、高岡

城の石垣として運ばれたと考えられ、男島の南岸から東

岸、さらに北岸にかけての波打ち際に、人工的に分割さ

れたり、符号が刻まれたりした石が多数残されています。  

狭い島とはいえ周辺の岩礁地帯では、各種の生物が

豊富に生育しており、例えば海藻やウミウシなどの軟体

動物で、虻が島のみに生育するものや虻が島から新種と 

して発表されたものなどがあり、周辺の海は生物の宝庫といえます。 

 島の陸上植物は、タブノキ、そしてトベラやハマウドなどの暖地性植物、エゾヒナノウスツボ、そしてハ

マアカザなどの寒地性植物があり、暖地性の植物と寒地性の植物が混在しているたいへん貴重な存

在といえます。 残念なことに、帰化植物の侵入などで消失したものもあるようです。 

また、島の標高は男島で５メートル・女島で４メートルし

かなく、雨や波浪によって島の土砂が流出し、陸上植物が

危機に見舞われてきました。 

さらに、アオサギのフンによる植物への悪影響などが心

配され、これまでに天敵とされるハヤブサの鳴き声を流し

たり、蛍光糸を張り巡らせたり、営巣期前に巣を撤去したり

してきましたが、なかなか効果が表れませんでした。 

近年、鷹匠によりタカを放ってアオサギを追い払う取り組

みやクロマツの移植活動など、虻が島の植生を護る新たな

活動も行われています。 

現在の灘浦小学校、統合する前の女良小学校・宇波小

学校の児童は、昔から夏になると海水浴や清掃活動、自然

観察会などを通して虻が島に親しんできました。 

これからも、「富山湾越しの立山連峰の風景」とともに、

虻が島の自然を守る活動を地域の皆さんが一帯となり取

り組んでいきたいものです。 

（参考文献：「氷見市史」氷見市、「氷見の文化財」氷見

市教育委員会、「から・あぶ・ほとけ」氷見市立博物館） 

開館日時 ： 毎週 月・火・木・金曜日の午前９時から午後５時まで 

        （休館日 毎週水・土・日曜日） 

※ なお、休館日でも事前にご連絡いただければ開館しますので、お気軽にご相談くだ

さい。 ☎(ファックス)78-1503 宇波公民館（荻野直樹） 

富山県指定文化財「虻が島とその周辺」 

虻が島と立山連峰 

上空から見た虻が島 

虻が島の清掃活動 

虻が島の松移植活動 


